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.行 腰 日 一 月 一 年 丸 正 大

払
鯛

説

温

情

主

義

と
労

働

問

題

卦

…

…
レ…

・・…
法
器

土

手

敷

料

決

定

上

の

二
問

題

・…
・…
…
…

・…
・-
・法
學
博
士

モ

リ

ス

の
交

明

観

ε
藝

術

親

ご
労

働

槻

…
…
法
學
博
士

所

帯

統

計

概

説

〔二
、完

了
…
…
・…
…
…
・…
…
∵
・法
學
博
士

キ

ヤ

ナ

ン

の
富

の
概

念

に

就

き

て

二

)
…
;
法

學

士

時

事

問

頴

一

智

識

階

級

の
解

散

.・…
・・…
…

・…
…
・…

…

・…
注
學
博
士

朝

鮮

の
財

政

掲

立

に

就

て

…
…
…
…
…
…
・…
・注
學
博
士

雑

一

録

生

活

費

の
組

織

的

研

究

の

必

要

…
…
…

…
-
注
學
博
士

判

任

官

生

活

の
賞

状

・…
…
…

・・…
…
・…
…
…

法

學

士

掲

逸

大

銀

行

の
取

引

所

仲

立

業

に
就
き
て
・…
法

學

士

我

国

昨
硲
新

ブ

ー

ル
ヂ

ヨ

ア
階

級

の
成

立

(二
、
完
Y
…
…

カ

ン

ニ

ン
ガ

ム
博

士

逝

く

.…
…
…
・…
…

…
-
注

學

士

京

都

市

國

汰

學

纒

濟

學

會

第

一
回

講

演

會

記

事

…

…

石 財 河 神 田

川 部 田 戸 島
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田

海

市

小

川
郷

太
郎

山

本

美

越

乃

汐

見

三

郎

大

森

研

造

.圓

容

弘

本

庄

榮

治

郎



所

帯

統

計

概

説

(
二

、
完

)

財

部

静

治

…

.

占
ハ
.
.

.

.

、
.

i

…

中
江
兆
民
鐸
「民
約
鐸
解
」
中
に
は
曰
く
、
「
人
之
相
聚
爲
蕪
、
其
類
亦
暮
奥
、其
最
首
起
且
鼠
自
然
出
者
、莫
レ喩

…
於
・
緩

・焉
、」
萌
治
名
著
果
三

八
棄

照
ど

、
そ
の
趣
旨

は
吾
人
も
亦
、
前

に
説
け
・
所
な
り
ぎ

れ
豪

族
も
亦
・

任
意
契
約

に
基

ぞ

、

函

燈
な
り
.喜

る
、
ル
・
ソ
ー
の
所
説
は
、
現
今
そ
の
儘

に
て
は
・
.穏
嘗

さ
れ
さ
る

.

か
㌍

、
義

羅

た
ら
・
・
攣

世
帯
腱

を
生
せ
・
こ
・
も
、
前
・
説
嚢

り
・
而
し
て
こ
は
従
来
に
於
け

る
、
我
叢

薄

に
於
て
も
、
或
瑳

藷

酌

す
・
の
必
要
を
、
告

げ
し
研
砂

、
喜

「
へ
ふ
奮

」
・基

に
所

へ

爾

倍
は
、
即
ち
竈
睾

に
て
、
戸
の
字
を
書
激

、
竈
を
本

葺

て
昏

を
然
}

へ
る
な
り
く

解
せ
、b
る
」

も
、
古
来
の
戸
.籍
調
製
上
、
課
戸
、
不
課
戸
の
敷
を
明
か
に
せ
ん
℃
す
る
や
、単
純

に
人
数
巴
共

に
家
数
を
藪

へ
、

一

肩

時
に
家
族
又
は
所
帯
の
實
呪
を
も
、
察
知
す
る
を
得
た
り
、
然
る
に
明
治
年
間

に
至
り
、
全
國
民

に
閲
す
る
戸

隠

こ
し
て
、
統
計
上
に
示
さ
る
、
も
の
二
あ
り
、
本
籍
戸
敷
及
程

最

は
之
な
り
、
之
に
付
明
治
三
+
大
年
に

…
閲

す
る
、
帝
園
人
口
翻
態
統
計
の
巷
首

に
掲
げ
し
、
緒
言
中

に
.は
言

へ
b
、「
戸
籍
は
こ
三
の
特
別
な
る
場
合
を
除

し

コ

へ

い

も

く

の
外

、
本

家

の
親
族
よ
り
な

れ

る
、各
戸

を
登
記

す
」
ご
、

か
く
て
戸

籍

に
よ

る
戸
数
統
計

か
、
家
族
統

計
の
有

…
論

説

所
帯
統
計
概
観
(二
、完
)

層

第
十
巻

(第

一號

四
七
U

四
七



論

説

所
窺

滋

競
二
.「、完
　

.

筆

巻

童

號

四
八
)

四
八

…
用
材
料
・
る
へ
き
こ
接

、
先
・
推
智

・
・
で

、
更
麦

「
・
治
四
嚢

齊

籍
法
の
精
棘
に
よ
れ
は
・
二

…

房

鞠

・
き
蓄

ら
す
ε
雌
、
一
雰

霧

・
、
蕃

地
・
隼

・
く

否
・
さ
る
差

拘
ら
す
・
総
て
塁

～の
理
窟

に
於
て
、
登
記
せ
ら
る
」
、
「
其
の
後
装

運
用
の
攣
響

・
・
、
砦

謹

呈

・
現
住
地

・
・
隅

一
ら
。
、
こ
ξ

な
れ
り
璽

書

地
心
。
む
.
.但
震

播

穂
て
、
戸
主
高

一
の
暴

内
に
・登
記
せ
ら
る
≒

面
し

「て
明
治
五
年
「
現
在
・
人
員
続

・
.
各
戸
圭
・
程

地
接

・
・
.之
・
戸
籍
に
登
記
ζ

説
け
り
・
そ
の
黎

一
月
華

定
む
、
や
、
至

の
現
住
地
・
瞥

、
呈

援

の
關
係
・
…

護

れ
た
る

函

を
・
輩
碧

し
て

登
記
す
る
の
方
針
に
よ
り
、
そ
の
家
囎

・
の
警

、
・
李

・
書

・
を
毘

・
、
・
・
麦

撰

・
移
動
・

認
め
て
、
寄
撰

を
設
夏

・
も
の
な
・
藁

す
へ
・
、
而
も
亦
移
動
劇
レ
き
藁

・
籍

せ
る
地
方
に
・
必
ず

豪

常
住
少
ぐ
毫

現
講

奪

る
家
及
羅

な
し
、
本
籍
地
か
・
の
人
の
住
居
及
家
計
ご
・
.無
闕
係
な
る
の
實

…
虹

は
、
極
め
て
多
き
に
至
れ
b
、
糞

て
か
、
・
・
計
欝

・
・
.本
邦
漿

・
濤

蛋

き
・
そ
の
現

…
呪
及
蓬

。
跡
を
、
究
む
る
の
料
ε
し
・
は
、
有
用
・
・
へ
　

、
所
帯
分
布

・
難

を
盤

・
め
に
は
・
.穿

一
そ
の
盤

奥

ひ
つ
、
あ
り
き
、
か
-
・
・
の
麟

を
型

た
・
、
現
住
最

・
調
査
・
・
粟

に
於
て
存

は

」れ
た
り
、
乃
ち
前
霧

計
書
の
説
明
に
よ
・
に
、
之
か
「
調
書

至
り
て
は
、
奮

簿
、
租
税

・
關
す
る
薩

簿

一

蓋

讐

確
の
鑑

蚤

嘉

辰

り
、
若
は
特
長

地

・
馨

、
凄

を
調
査
す

へ
き
旨
・
訓
愈

規
定
せ
ら
.

嚢

,
」
.明
治
三

。
丙
。
訓
垂

。
.「勢

・
依
・
て
は
、
特
別
の
調
査
を
爲
・
た
・
」
も

の
あ
・
も
信

警

棲



一

嘗

し
℃
、
地
方
の
饗

を
賦
課
・
・
、
府
縣
・
穿

て
は
箕

・
徴
馨

鑑

に
依
り
て
・
材
料
を
難

る
も
・

誘

＼
如
し
、」
「
要
す
・
に
調
査
の
方
法
は
、
.各
地
に
於
三

定
せ
す
」
・
㌢

、貴
地
調
査
の
原
則
に
よ
ら
ん
ざ
し

　
つ
Σ
、
禽

蓋

し
て
、
そ
の
實
を
暴
け
得

・
に
至
ら
　

し
を
、
察
知
す
・
に
足
れ
り
バ
.而
し
て
峯

の
肇

江

つ
き

て
は
、
古
訓
命
第

一
號

に
曰
く
、
「
現
住
戸
敷

は

、毎

五
年

十

二
月
三
十

一
日
を
期

と
し
、
本

籍
人

な
る
ε

非

.本
籍

人
た

る
ε
、
又
戸
籍

上
戸

主

食
る
者
ε
、
戸
主

た
ら

さ
る
者

ご
を
問

は
す
、
総

て
共

地

に
現

住
し
て
、
、一

　
ち

ヘ

モ

　

あ

へ
し

ロ

世
帯
を
な
す
震

を
、
翌
年

一
月
三
+

百

迄

に
、
知
り
甦

る
所

に
よ
り
記
李

」
「官
舎
肚
寺
羅

病
院
製
造

等

の
、
欝

達

屈
す
る
も
、
別
に
竈
を
な
す
者
は
麦

一
碧

し
て
之
を
記
手

書

、
こ
は
普
通

疲

の
戸

に

つ
き
、
規
定
芸

所
な
る
か
、
之
に
よ
-
て
察
す
・
に
、
そ
の
法
規
の
瞑
目
浮

る
所
は
、
輩

籔

の
調
査

…に
非

す
し
て
、
所
帯

敷
調
査

に
存

せ
し
を
、
察

す
る
に

足
れ
り
、

而
も
亦

之

か
調
査

に
は
、
現
住

人
口
調
査
に
俘

.

ふ
誤
謬
程
度
の
㌍

、
多
き
誤
謬
を
宿
さ
す
ε
し
て
も
、
、全
國
の
調
査
齊

麦

肇

に
・
遂
行
せ
ら
れ
書

し
な

…
ら

ん
ご
、
想
攣

へ
き
蕃

あ
り
、
從
・
て
現
住
最

芦

當
・
現
住
合

か
、
明
治
三

一
楽

の
五
・五
・
よ
り
、

」峯

後
の
聖

業

に
、
五
.
五
九
に
上
れ
・
忌

を

・大
正
・
棄

に
に
、五
、・
早

…

計
弩

而

て
に

示
せ
讐

で

、
所
麓

大
の
傾
向
あ
皇

、
断
ず

・
を
得

・
ら
ぎ

は
、
肇

前
夙
に
吾

人
の
疑

へ
る
質

り
二

本
誌
笙

巻
七
九
九
頁
譲

.
そ
の
外
従
来
の
統
計
調
査
に
あ
り
て
は
、
所
帯
の
内
部
構
造
に
騙
す
る

観

察
製
表
塞

く
遂
げ

・

…
す
、
所
帯
統
計
現
す

へ
き
も
の
、
殆
ん
ご
全
く
備
は
ら

さ
り
き
、
現
に
前
統
計
局
長
花
房
博
士
の
好
著
、
「
大
正
二一

一
論

説

所
帯
統
計
概
説
(
二
、完
V

第
.十
巻

(第

一
號

四
九

)

四
九

.

.

気
腫



論

説

所
帯
統
計
概
説
〔二
、完
)

第
十
巻

(第

「
號

五
〇
一

五
〇

年
末

人

口
潔
態

調
査
の
結
果

に
擦

る

帝
国

人
日
概
説
レ
(大
正
五
年
刊
行
)
の
如

き
、
戸

数

に
付

全
く
説

く
所

な
し
、

惟

ふ

に
説
か
れ

さ
る
は
説

く

の
意

な
き
か

だ
め
た

ら
す

し
て
、
之

を
本

こ
し
所
帯
事
情

に
付

、
明
確

な

る
判
断

を

下

す
こ
ご
容
易

な
ら

さ
ス
㎏
に
よ

る
も

の
た

る

へ
し
、
此

窯

に
付

、
本
邦
行

政
統

計
史
上

、

一
新
紀

元

を
獲

せ
ん

ξ

.

す

る
も

の
は
、
恰
も

今
秋

に
行

は
れ
ん

ε
ず
る
國
勢
調
査

な
り
、
以
下
少

し
く
艸

國

の
調
査

例

に
鑑

み
.
所

帯
統

…
計
に
於

け
・
、
並
、
藩

究
範
園
を
賢

し
、
本
邦
調
査
準
備
の

莇

に
、
供
せ
ん
益

す
。

七

根
蔕
肚
會
成

團

の
形
態

に
付

、
望
ま

し
き
洞
察

を
遂

く

る
な

め
、
所
帯
統
計

は
、

こ
の
肚

會
成

團

の
三

大
別

に

付

、
更

に
種

マ
の
類

別

を
設

く
、
乃

ち
軍
身
所

帯

に
付

、
男

女
、
年
齢
、

配
偶

關
係

の
別
を
問

ひ
、
凋
身
生
活
者

の
地

方

分
布
、
時

に
よ

る
相
趣

を
問

ふ
は
、
大

に
意
義

あ

り

、
元
來
婦
人

は
、
そ
の
葡

親
父

は
親
族

の
所

帯
内

に
、

共
棲

し
得

さ
る
ε
き

は
、
白
昼

の
所
帯

に
住
む

の
、
必

要

を
省

く

る
こ

ε
切

な
り

、
叉
寡

婦
及
離
婚
婦

人

の
敷

か
、

鰍
及
離
婚
男

敷
よ
り
多

き
の
事
情

は
、
単
身
所

帯
を
鞍

め

る
女
敷

を
し
て
、
か
、、
る
男

の
敷

よ
り
多

か
ら

し
む

へ　

一
一
く
、
又
子
な
き
寡
婦
及
離
婚
後
の
妻
は
、
そ
の
生
計
上
、
自
己
の
勢
働
収
益
に
よ
る
の
外
な
き
際

に
て
も
、
普
通　

一
に
之
を
警

む
の
能
力

あ
り
、
多
く
は

又
必

要
家
具
を

有
す

、
而
し

て
か

、
る
事
實

は
元
來
、,
右

の
如

き
細
別
研
究

に
よ
り

、
確

か

め
ら

る

へ
き
所
な

り
、
次

に
親
族

所
帯

に

あ

り
て
は
、
親
族
員

の
多

少

に
よ
り
、
所
帯

を
類
別
す
.

る

こ
ご

・
し
、
依

り
て
所
帯

に
於

け

る
親
族

員
、
他

人

分
子

及
そ

の
組

合
せ
の
、
諸

組
成

を
明
か

に
せ
ん

ご
す

、
.

㌦

'



所

欝

の
男
女
別
、
そ
の
所
望

・
掌

・
親
縮

係
、
所
帯
房

配
偶
關
係
・
子
の
有
無
二

鰐

欝

数
等

瀦

筆

使
用
人
・
有
無
多
少
筈

・
雰

類
・
、
砦

的
・
箏

へ
・
・
就
中
霧

に
於
け
る
馨

子
組
合
せ
.

補

題
孫

・
め
'、
重
要
な
り
、
乃
ち
所
・冊
か
撰

の
み
嚢

・
か
、
.履

、
簿

職
業
毒

・
借
人
・

宿

借
人
、

蒔

訪
問
導

の
、
他
人
事

存

享

か
属

ふ
は
肇

、
ぞ

諸

種

の
所
帯
は
・
そ
の
粗
食

の
如
何
。
よ
る
ご
共
・
、
そ
の
所
帯
向

に
難

・
る
へ
き
、
諮
欝

欝

の
整

よ
り
、
類
別
さ
る
へ
し
・
最
後

に
準
所
帯
に
あ
b
て
は
、
そ
の
目
的
、
そ
の
地
方
分
布
、
昔

時

に
よ
・
鍵

に
よ
り
・
之
を
類
別
す
る
慧

重

.

要
弩

、
之
・
つ
き
磨

注
草

書

は
、

}
部
の
準
所
帯

・
付
、
人
長

査
・
襲

・
籔

統
計
的
査
籍

よ
.

り
、
そ
の
組
成
員
を
明
か
に
.し
得

へ
き
・
叢

り
、
乃
ち
兵
瞥
、
監
獄
、
緩

寄
宿
生
等
は
蒙

り
・
ぞ

忌

・そ

の
謄

造
物

及
牧
容

人
口貝
か
、
国

家
監
督

の
下

に
、

お
か
れ

つ
、
あ

る
程
度
に
於

て
は
撚

り
・
現

に
我
調

査
法
規

.

。
於
て
も
、
前
記
令
第
二
工

籍

則
第
+
條

の
、
特
例
を
設
け
し
は
、
之
を
馨

た
・
も
の
な
る
へ
し
.・
唯
か

一
…、
る
難

物
π
、
も
勢

分
欝

行
政
の
下
に
、
立
て
る
讐

は
、
全
国
竺

の
彙

・
、
調

・
上
・
・
む

　

め
、
全

國
人
口
實
査

の
方

法

を
、

そ
の
儘

利
用

す
る

こ
ご
、
北
米
合

衆
国

に
於

け

る
　、
囚

人
統
計

の
如

く
な

る
を

覆

し
、
凡
・
所
帯

・
か
・
る
鮒

研
究
捧

・
、
蕃

箋

士
籍

盆
鑑

み
・
各
種
の
所
麓

組
入
れ
え

ぎ

瓢

・
、
・
笈

蛋

需

鋸

…

辞
別

・
そ
・
穫

を
明
禦

ら
し
む
る
に
勉
む
へ
k

現
存
秀

盈

敷
を
明
か
に
レ
、
茎

整

そ
の
夫
衡

に
、
生
れ
た
享

供
警

し
て
、
實
査
の
際

接

見
さ
る

へ
き
煮

一
論

説

所
霧

計
霧

三

、完
)
.

第
+
費

第

「
號
.

五
こ

毛

㍉

.

'

,



論

説

幕

統
計
概
説
三

、完
v

第
+
巻

(笙

號

五
二
}

五
コ

…

蒼

以
麗

遡
・
て
尋
問
す
る
こ
茎

…

薄

・
姦

を
・
明
か
に
ず
豊

も
奪

所
帯
の
諸
分
子

雇

倉

諾

す
・
調
査
、
綿
密
な
・
か
た
め
に
、
至
要
な
・
所
帯
團
讐

;

享

へ
き
・
子
持
所
畑蟹

鐸

.
　…

,
"
..。
。
つ
き
、
そ
の
所
望

男
た
・
か
妄

た
・
か
、
夫
婦
關
係
全
き
か
を
智

・
撰

・
鐙

・
繋

使
用
へ

.

間
借
人
等
、
同
棲
す
・
や
否
や
三

ふ
か
如
き
、
有
用
饗

資
料

・
も
牧
簿

ヘ
レ
・
所
帯
及
そ

観

族
霊

に

地

余

子
を
、
職
業
上
馨

上
の
地
位
別
・
細
別
・
・
　

・
、
所
霧

計
監

・
そ
の
嚢

・
加
ふ

へ
・
・
.斯

一

の
如

、容
細
別
研
究
は
、
葺

所
帯
及
準
所
帯
に
も
亦
之
を
及
ぼ
し
、
撃

て
人
旱

・
な

る
肚
會
的
蕎

生

活

の
、
不
尋
常
形
聾

よ
・
、
生
奪

雰

子

の
窺

を
明
か
・
し
、
又
是
舞

分
子
か
・
場
所
的
・
醤

髪

勃

曽

、
如
何
に
分
布
せ
、b
れ
、
移
動
す
・
か
を
明
か
に
す

へ
し
、
か
£

禦

を
施
す
か
奮

に
・
撰

所
帯

一
の
細
別
研
究
を
遂
く

る
こ
ご
も
、
特
に
重
き
を

な
す
に
至
る
、
乃
ち
丙
種

の
材
料
相
待
ち
て
、
各
所
帯
紐
成
員
か

一
そ
の
離
合
叢

の
問
に
臠

し
む

へ
き
、
舞

圏
藷

識
せ
し
め
、
羅

の
普
悪

態
何
砦

か
も
亦
芝

を
察

悪

貨

し
、
此
躇

に
於
て
、
物
的
、
場
所
的
、
驚

的
相
警

墾

は
、
特
に
有
盆
な
り
・
就
中
そ
の
時
間

的
相
違

に
よ
り
て
は
、
そ

の
獲
展

の
傾
向
を
、
明
確

に
窺
は
し
む
る
こ
ご
Σ
な
ら
ん
、
現
在
及
近
.き
過
去
に
於
て

…
親
族
所
帯

の
鍛
及
大
さ
、
減
退

の
傾
向
あ
-
、
從
ひ
て
家
族

の
原
子
化

蘂

・塁

>
8
量

。漏

そ
の
歩
を
進

め

つ

、
あ
書

、
す

へ
き
や
否
や
も
、
之
に
よ
り
明
か
に
す
・
を
得

ん
、
来
れ
撚
り
、
夙

岳

。
ヨ
及

壽

℃
℃
・。
尋

.

に
よ
り
、
所
帯
及
家
族
統
計
改
善

の
議

を
、
見
た
る
も
故
な
き
に
非
す
、
特
に
後
者

の
好
著
「
普
通
人
口
統
計
論
」



擁

窒

欝

.毎

蟹
走
,
.ル
、、
.テ以
テ
、
姑
ラ
垂

・
用
・
・
竺

墾

匹

・
へ
&

盤

警

の
注
意
窪

い
て
・
.遂
げ　

…
ら
れ
た

る
セ
ン
サ
ス
に
あ
り
て
は
、
是
等

の
各
種
所
帯
(夫
婦
蓬
子
及
孫
よ
b
な
れ
る
固
有
所
帯
、鰥
寡

ご
子
及
孫

　

努

な
れ
。
不
完
全
幕

、
不
妊
。
し
て
子
な
臭

婦
幕

、
讐

所
董

に
付
、研
究
を
遂
-
・
は
、出

撃

ら

　

魔

へ
し
、
而
も
亦
か
、
・
調
査
に
よ
り
、
得

ら
・
、へ
き
斡

は
、
所
帯
に
付
て
の
国
民
生
活

を
・
奪

る
材
料

　
。
し
て
、
極

め
て
有
義

・

?

、
従
来
曾
て
見

さ
る
か
如
き
、
葺

統
書

料
た
・

へ
し
L
く

氏

播

所
帯

一
に
し

て
親
族

の
縁

に
よ
ら

す
、
脛

湾
上

に
限

り
、
多
数
人

一
共

同
所
帯

に
結

合

せ

る
も

の
あ

る
を
認

め
た
り

、
今

を
去

る
こ
ご
約

六
十
年

に
.し
て
、
沈

黙

に
着

眼

せ
る
は
、
二

の
卓
見

こ
謂

ふ

へ
く

、
之

こ
共

に

ク

ユ
ル
ク

ム
ベ
ル

ヲ

に
於
て
、

天

竺

年
否

天

六
塁

・
、
古
・
響

、
或
・
程
度
・
幕

詳
査
…

篶

・
む
る
も
亦
・

難

ず
。
の
値
あ
り
、
先
幣

・
之
霧

ふ
竜

、
普
通
の
幕

は
、
.そ
の
持
ち
始
麓

そ
の
組
成
員

最
も
勘

一
く
、
次
い
三

家
の
蚕

か
・
異

に
、
所
帯
禦

に
艦

し
て
、
遂
三

無

難

し
・
次
い
麦

子
か
共
の

…

霧

の
家
を
去
り
、
籏

に
事

象

の
需
用
姦

す
・
こ
歪

よ
り
、
漸
変

そ
の
本
源
組
成
員
に
還
り
・
.叉

一
は
之
。
近
づ
く
?

、
そ
の
間
轟

書

の
別
に
吉

、
羅

鄙
別
肇

別
音

吉

、
多
少
の
差
あ
・
を
・
想

…
は
ず
ん
は
非

・
へ
し
、
而
も
そ
の
想
像
は
畢
棊

室
に
終
・
τ

、
立
論
の
た
め
に
安
固
た
る
基
磐

授
C
る
に

足
ら
す
、
之
潅

か
む
る
の
材
料
菱

ミ

き
は
、
實
に
適
切
な
・
所

帯
統
計
な
り
・
兎
・
角
之
を
我
臨
聴
風
勢

調
査
局
に
て
、
準
備

さ
れ
た

る
國
勢
調
査
結
果
表
案
(未
確
定
)
に
就
き
て
察
す
る
に
、第
こ
表
「
世
帯
敷
及
人
口
」
表
案

論

説

所
霧

計
護

三

、完
}

'
.

筆

巻

〔第
一
號

五
三
〕
.

.

●



一
論

説
.

所
霧

計
無

二
、完
・

第
+
套

第
澆

五
四
)

茜

、

上
、
籍

す
る
所
に
、
れ
は
、
嘉

裂

に
　

、
普
誹

盤

擢

　

ξ

人
藩

級
肌
ご
し
輩

響

一
…
帯
、
二
人
世
帯
、
三
人
世
婁

に
、
嬰

分
別
裂

・
…

・
・
、
・
・
間
各
級
別
に
・
男
斎

を
付
す
る
こ

、
こ

、
準
世
帯
。
離

別
と
し
て
、
雛

軍
議

諜

転
監
獄
、
暴

落

食

宗
整

の
場
合
・
憂

上
の
用

噸
鋳

鍵

謙
魏
鑛

繕
欄縫
鞭

縫

線
蕪

雑

[ふ
、
準
所
帯
向
に
入
れ
ん
・、
で
・
か
、
含
.
繋

・
藩

知
　

・
磐

・
・
何
・
・
す
　

霞

基

図
の
取
扱
郵

　

し
む

る
必
要
あ
り
.
そ
の
所
欝

に
、
男
女

・
別
・
乱

、
併

・
・
之
を
示
芝

・
・
貫

次
に
華

表
「
世
帯

の
構
成

及

世
帯
主
の
繋

別
人
口
」
嚢

上
、邀
撃

・
所
…

は
、世
蓼

襲

所
帯
農

及
繋

使
用
人
む
り
成
る

一

難
縢
る蕪

灘

鞭

喉鹸
輔

御
難
難

罎
麟

　る
幕

、
籍

世
帯
に
八
別
し
、準
所
麓

つ
・
て
は
、前
記
鎧

別
以
外
・更

編

別
を
問
は
さ
る
旨

、
貰

.

而
し
て
右
入
魂

は
、
何
れ
も
男
畜

・
付
・
、
・
窺

蕃

楚

…

遇
の
に
付
て
は
衰

鬢

世
柵筈

個

一
の
棄

纂

薯

、
黎

主

翼

・
糞

を
瞥
薯

、
本
業
・
き
者

萎

・
・
邊

罐

從
暑

ふ
[一【名
蟹

…
世
唖
主
以
外
の
親
族
所
帯
員
に
、
・
・
ん
・　

二

番

　

　

…

　

如
く
七
.

實
に
却
り
て
混
　

招
農

圃
た
ら
ん
、

一
何
れ
に
か
統
.
。
ろ
起
。
.、㎡.ん
.
・
分
ち
、
之
冷
繋

奏

類
及
雰

類
別
・
　

イ
・示
・
・
.又
そ

の
総
会

毒

緬



轟

黛

馨

毒

悪

黛

地
位
別
・
嚢

・
ξ

t

、
之
茎

國
・
關
・
・
窃

録

、
.
.

道
府
縣
別
㌦
.

天
・
+
資

去

市
別
蓮

華

・
…

盛

り
、
そ
の
塾

蓑

「
市
町
麓

饗

衆

中
・
市
町
村
別
ご
し
て
・

蓋

幕

及
携

帯
・
こ
別
綜

、
所
叢

及
合

・妻

・
ξ

李

…

・
し
麦

第
三
表

「合

の
階
級
別
市

　難

讐

藷

蜥鍼
婦隷

購

銀
鱗
縫

灘

、

ま

し
く
思
は
ミ

も
の
、
聖

.
に
井

す
、
特
に
有
料
無
料
に
、
他
人
を
寄
寓
せ
し
む
る
普
通
所
婁

・
特
に
表
草

す
る
の
方

法
を
探
ら

さ
る

が
如

き
、
果

し
て
適
切
な

る
や

を
、
疑

ふ
ご
錐
も
、
空
前

の
有
用
統

計
材
料

は
、
此

調

査

の
な

め
に
新

た

r
↑、
備

は

る

へ
き

こ
ご
を
想

へ
は

、
そ

の
調
査

事
業

か
滞

り
な
く

、
進

行
せ

ん
こ
ビ
を
も
希

は

、

す

ん
は
非

す
。

.

.

.

八

.
箇

家
族
統
計
及
所
帯
統
計

の
現
況
よ
b
せ
は
、
街
議
す

含

も
の
勘
か
早

・
箆

車
身
輩

笈

準
所
帯
覗

.

取
り
の
原
則
、
國
に
よ
・
同
し
か
曇

る
禁

め
に
、
萬
竪

較
の
麗

暮

す
、
舞

は
崇

・
丈

け
・
肇

あ

原
則
に
、
よ
ら
し
む
る
に
勉
む

?

、
此
誉

付
萬
國
統
計
院
の
努
力
に
、
待

つ
へ
き
も
の
は
砂
か
ら
て

現

に
本
邦
調
査
法
規
に
よ
る
も
、
各
種
所
帯
に
付
規
定
せ
る
所
、

一
見
嚢

な
き
か
如

さ
も
、査

際
生
活

の
複
雑
な

る
事
情

よ

り
せ
ん
か
、
か

、
る
普
通

規
定
あ

る
に
拘

は
ら

す

、
實
際

の
取
扱

ひ
齊

「
に
遂
げ

ら
る

へ
き

こ
ε
を
,

論

就

所
帯
統
計
概
號
二
「、完
》
.

、

第
十
巻

{第
「
號

五
五
)

五
五

}

,



一
論

説

所
幾

許
概
説
三

、塞

軍

費

第
盃

五
六
)
.

美

保
響

。
む
る
量

・
す
、
從
來

の
難

長

け
・
か
聖

、完

黙
・
付
詳
細
な
る
規
定
護

け
し
所
.

あ
り
て

　
も
、
巖

上
畠

量
定
、
轟

裂

を
、
挿
む

の
離

可
な
・
大
・
・
か
奮

・
・
所
帯

続

取
り
は
・

一
に

万

は
・
す
、
穿

・
誤
謬
・
…

、
・
告
羅

・
検
篁

・
之
・
注
・
せ
し
書

る
か
π
め
に
・
饒

　

嚢

を
許
さ
』
る
こ
ピ
、
通
例
な
・
を
一示
し
苓

、
・
れ
は
同
罪

霧

計
代
書

寒

露

罎

を
議
し
・

　
特
に
又

一
九
・
峯

・
於
…

、
帝
国
及
支
翁

統
計
袋

蕃

・
・

充

・
五
年
の
合

實
査
の
た
め
・
所
帯

一
統
計
の
暴

難

・
關
す
る
、
諸
原
則
を
協
芒

、
依
り
て
そ
の
詳
審

俘
・
・糞

の
不
齊
を
避
け
ん
喜

り
・

…
そ
の
糞

。
よ
れ
は
、
(-
二

誓

緩

蚤

舟
生
薯

・
し
て
、
固
有
の
豪

計
魯

む
誉

・
通
常
所
讒

す
、
し
、
從

ひ
て
(
2
)
公
共
設
備
華
所
帯
)内
に
住
み
、
固
有
の

一
家
計
を
咎
め
る
家
族
、
及
車
身
生
活
者

(有
配
偶

.

。
に
無
配
偶
.
・
亦
黙
り
・、
そ
の
外
通
解

参

し
て
取
扱
ふ

へ
・
・
、
(・
諭

.陶
-鴛

間
借
人
・
蕎

借
人
巽

コ
ス

ト
デ

ン
ガ
　

馨

る
下
宿
人
を
寧

・
幕

、
而
し
て
そ
の
寄
薯

等
の
、
鍛

如
何
は
之
属

は
丈

(・
藷

蒼

黒

そ

あ

董

か
、
職
董

公
然
下
塵

薬

毒

は
れ
す
、
又
は
五
人
未
満
の
寄
宿
人
・他
・
、
妻

墨

・
下
婢
妻

有
ア

ポ
・
・
、
之
に
反
し
六
人
以
上
・
…

固
有
下
塵

・
、
公
共
設
啓

し
て
取
扱
ふ
へ
く
・
そ
の
持
吉

公
共

廃

組
成
謎

菱

せ
ら
・
、
(・
〕
一
切
・
專

藷

、
下
等
喬

飲
食
店

。
　

à

.・∩藝

妄
断昆

募

主

一
入

及
緩

晴

人
・
、
そ
れ
自
警

し
て
、
翌

の
箒

所
帯
覗
さ
る
・
も
、

天

以
去

現
幕

泊
客
・
護

ユ
八
人
呈

の
暮

・
享

・
も
・
は
、
.そ
馨

魯

業
人
異

・
、
巽

蕗

の
蔑

及
公
共
設
備
已

叢

扱
,



、
一
辺

、之
長

し
{
6
)
是
欝

も

の
に
し
三

塞

の
瞬
間
に
・

一
.人

の

}
時

現
在
宿
泊

客

(観
取
り
の
雷
同
に
至
ろ
L
、

　旅
客
か
,
れ
迄
に
偽
り
地
方
に
て
、
硯
取
ら
る
」
、、　

・、
、
.†
・
・
百

・
　

　

　

　

　

㌔
・
翌

を

有
芋

、
.叉

騰
灘

灘

　卿艦講
　　鯉
　講
響
.

」

般

に
公
蓑

備
手

書

・
、
任
憂

鑛

制
的
に
・

豪

童

の
特

別
管
理
の
下
、
.ヌ
は
共
同
欝

を
な
し

「て
、
生
活
せ
る
人
々
の
霧

と
し
て
、
望

説
・
・
麗

從
・
、
通
霧

帯
　

て
・
敷

へ
ら
れ
悟
る
も
の
に
あ

　終

講

辮

喩　難
欝
簸

　　嚇

嚢
髭
麟

鍵
都
踊馨

嬬縫

噺藍
謳
銭

　
を
巽

落

し
し
て
取
墾

、
多
、
の
讐

同
蓉

傷

・
・
蕩

所
帯
に
敷

へ
ら

る
・
籐

・
-消
防
制
、
關
枕
行

政
、
.そ
の
他

の
公
私
繋

・
於
・
蕃

人
・
し
て
・
別
窪

居
を
有
す

る
は
、
所
帯

こ
も
公
共
設
備

こ
も
認
め
ら

流
す
、譲

り
雛

鞭

葬

立
く
る
人
々
は
、
,
の
住
居
簗

絶
現
聾

し
て遡
取
る
・…



論

説

所
霧

計
概
観
三
、完
}

革

巻

重

罪

五
入
)

天

手

、
各
種
の
慈
善
團
膿
、
財
團
、
.崇
諮

慈
善
譜

管

し
て
、
そ
の
股
容
者
固
有
の
家
計
魯

経

度

於

.

て
腿
、
從
來
興

り
、
.之
を
合

實
査
規
定
の
意
味
に
よ
れ
る
、
公
共
設
備
藷

め
す
、
寧
ろ
固
有

の
家
計
を
有

す
る
各
家
婆

は
個
人
は
、
通
常
所
嘗

し
て
取
扱
は
る
へ
き
こ
ε
・
し
な
り
、素
よ
り
登

る
協

定
あ
る
も
璽

下
塵

及
寄
薯

あ
る
所
帯
、
並

に
族
館
に
つ
き
て
は
、
通
常
所
轡

公
共
設
讐

の
限
界
、
之
に
よ
り
都
合
よ

一
、
劃
定
せ
ら
・
・
や
に
付
て
は
、
.意
見

の
相
違
脅

、
公
嚢

饗

し
て
の
、
族
努

・
槻
念
に
付
て
は
・
實

.

…
査

の
標

準
時

に
、
敷

へ
入

る

へ
き
宿
泊

客
、
少

く
こ
も

一
人
あ

る
を
僚

件

ご
ザ

る
も

、實

査

の
當
夜
偶
然

に

し
て

、

一
人

の
宿
泊
客

を
も
、
有

せ
さ
り
し
も

の
は

、親
族
所

帯

こ
し

て
の
族
館

起
る
に

至
ら
ん
、
之

ご
恰

も
反

射

の
場

合

に

は
、
偶
然

の
事
實

に
よ

り
、
偶
然

の
公
共
設
備

な

る
族

館

を
見

る
に
至

ら
ん
ε

に
之

に
疑
を
挿

む
者

の

一
論
旨

.

な
り
、
。
れ
.こ
又
そ
の
他
如
何
な
虚

別
標
準
に
よ
・
も
亦
、
凡
て
同
様
に
議
論
を
挿
む

へ
き
旨

な
ら
ん
・
叉

そ

の
棄

・
よ
れ
は
、
所
帯

の
震

に
關
す
・
従
前
通
り
の
査
定
以
麓

、
術
室

の
特
別
醤

に
駆

る
・
特

別
調
査
を
遂
く
る
こ
ご
を
、
そ
の
條
件
こ
す

へ
し
ご
唱
ふ
る
も
之
に
よ
ら
は
そ
の
調
査
を
、
不
釣
合
に
面
倒
な
ら

し
む

へ
し
、
又
そ
の
住
居

2

部
を
、
他

の
家
族
、
寄
寓
者
等
に
、
又
貸
せ
る
所
帯
に
付
て
は
・
疑
問
頻
繁
に
起

…
る
や
、
前
に

も
説

け

る
か
如

し
、「
こ
の
又
借
人

に
し

て
、

若

し
固

有

の

　
家

計
を
管

み
、
。群
盲

す
れ
は

、
そ
の
住

居

の
本
幕

・
吉

、
菱

縫

起
き

の
世
話
を
受
け
さ
・
際
に
は
、

一
翁

立
所
磐

馨

へ
し
・
そ
の
愛

糞

結
果
秦

に
も
豫
足
せ
る
か
聖

、
準
所
帯
を
そ
の
目
的
如
何
に
よ
り
、
.類
別
す
る
は
普
通
な
る
も
・
之
に



5
き
て
は
特
別
の
困
讐

筆

、
善

牽

所
謹

・
て
、
同
謄

幾
多
の
島

を
有
し
・
暫

亦
そ
の
欝

帯

刀

所
在
員

を
、
右
諸
目
的

別

に
分
ち
得

さ
る
.の
例

、
珍

し

か
ら
さ

る
の
事
情

あ
る
に
、
由

る
も

の
な
り

・
假

令

は

　
　
レ

　宗
教
的

準
所
帯

中

に
ば
、
同
時

に
鍛
育

の
π

め
の
準
所
帯

な

る
も

の
あ

る

へ
く

、
又
病

院
、
保

養
院
、
養
老

院
を
、

　翳

せ
、
む
る
も
。
、
な
し
ご
せ
さ
る
へ
、
、
羅

疾
牧
容
要

塞

老
院
・
、
翳

せ
・
む
・
病
院
並

・
馨

「機
關
も
、
な

し
喜

さ
る

へ
し
、
加
之
そ
の
牧
容
老
中
に
は
、
饗

叉
は
老
衰
な
か
射
、
暴
.

の
救
貧

に
頼

房

要

な
き
者
も
、
暮

せ
義

、
雪

し
て
は
叉
妻

せ
ら
・
.ど

島

烈

し
、
か
く
て
是
等

の
人
々
か
・、
一
準

所
帯

の
組
成
煮

る
や
、
或
は
自
己

の
財
産
、
年
金
叉
馨

の
勢
働
所
得
、
叉
は
親
族

の
扶
養
.上

り
て
生
活
し

從

ひ
て
舞

去

翌

を
享

・
異

・
、
追

奪

牽

所
帯
向
に
於
け
・
・

亟

身
叉
親

族
幕

を
な
せ
り

.

ご
す

へ
き

や
否

や
、
之

か
識
別

に
困
難

を
告

く

る
こ

ご
あ

る

へ
し

。
夫

れ
撚

り
、
之

を
材

料
利

用
者

こ
し

て
の
、

」立
場

よ
b
議

せ
ん
か
、
所

帯
統
計

か
そ

の
他

人
口
貿
査

の
、
各

種
材
料

ご
種

々
に
組
合
は

さ
れ

、
類

別
詳

細
な

る

.

所
帯
統
計

・
こ

て
、
.示

さ
れ
ん
・
易

堕

む

へ
し
巌

も
、
こ
の
希
讐

騙
ら
れ
て
、
所
帯
硯
取
り
の
根
杢

学

務
に
件
ふ
諸
面
倒

を
、
等
閾
に
付

下
る
を
得
す
、
素
よ
り
稠
逸
生
活
書

の
下
、
要
求
せ
ら

る
薪

を
以
て
・
其

…
の
儘
本
邦
に
及
ぼ
す
を
得
す
ε
雌
も
、
同
様
な
る
万
面
に
、
研
究
容
儀

を
凝
ら
す

の
要
あ
る
、
材
料

は
多
し
、
此

謄

付
、
確
實
な

る
材
料

を
牧
む
る
の
目
的
上
、
國
勢
調
査
實
施

の
當
路
者
は
、
夏

空

段

の
準
備
研
究
を
積
翫

.

れ
、

そ

の
事
業

に
毫

末

の
遺
算
な

き
を
、
期

せ
ら

れ
ん
こ

ご
、
.切

望

の
至
り
な

り
。

論

説

幕

統
計
概

説
三

、完

〕

一、

第
+
巻
.

笙̂

號

■
尭

v
.

五
九



論

説

所
霧

霧

三

、完
・

・

-

第
蓉

童

號

ゴ

ハ9

大
Q　

…
人
口
纂

。
原
材
難

壁

、
幕

叢

の
報
告
に
・
・
て
は
、
.碧

羅

・
包
含
書

む

へ
　

り
・
然

一
　る
に
所
。町
の
鍍

中
、
往
々
に
し
て
準
所
帯
不
問
に
付
・
・
れ
、・
・
.・

竺

所
掌

均
人
員

の
築

上
・
屡
盗

　は
。
奮

さ
る
結
果
を
、
示
す
こ
と
珍
し
か
、b
す
、
畢

幕

の
籍

別
は
、
本
邦
・
於

て
も
夙
に
準
霧

査
に

一
一
際
し
、
。
を
調
査
す

.
き
こ
ご
・
し
、
.溜
査
員
心
得
九
條
・
號
・表

・
上
・
て
・
之
・
示
ξ

・
穿

は
・
上
募

悪

、
て
の
黙
は
鍵

・
統
計
異

・
、
他
国
蜀

・
、
誇
・
得

へ
き

畜

奮

ん
・
而
.も
　
な
ザ
　
　
ぷ
　

…
を
、
萎

、
年
髪

配
爾

係
に
分
つ
こ
　

亦
、
大
量

・
し
き
旨

・
㌣

之
.か
竃

是
蓄

會
土八型

活

激
擬
難

鍍
縫
練袴
鞭
詳
舞

麟
擦膿

悪

か
故
に
、
。

、
.⇔
鐘

を
遂
げ
ぎ

も
、
可
・
と

安
・
ザ

へ
・
・
井
・
・
否
鍵

帝
国

に
そ
の
例
な
し

む
.す

。
、

一
支
。
。
ウ

。
ル
,7
ム
ベ
・
グ
に
て
は
、
之
垂

理
せ
・
の

一
例
・
牽

・
に
於
て
お
や
・
敢
て
騨

羅

璽

局
長
の

暑

を
、
煩
は
さ
ん
ご
欲
す
、
饗

之
・
肯

ん
せ
す
喜

・
・
之
采

邦
萸

都
市
の
市
馨

佗
.に
、

一
進
言
せ
ん
ご
欲
す
。

　

擁

來
の
帝
國
難

統
計
に
あ
り
て
は
、
通
常
所
帯
・
謬

上
、
二
人
、三
八

四
人
.五
人
所
糞

婆

券

「て
、
も
、
失

望

は
。
及
八
人
、
九
及
丈

-n
±

人
以
上
・
有
・
・
、
三
種
所
麓

分
て
リ
ボ

く
±

人

数

壷

推
せ
、
は
馨

な
ら
す
、
寧
ろ
各
大
・
・
　

、
順
次
醒

す
・
・
…

少
差

毛

及
入
人
、
.九



反
+
入
の
こ
階
謬

、
七
人
、
八
人
、
九
人
、
+
人
所
帯
の
四
階
級
に
・
欝

・
ゑ

き
奮

藍

凪蕪

ら
ξ

「荏

、
右
二
階
磐

そ
れ
よ
り
小
き
、
所
柵解

響

比
較
し
得
さ
ゑ

き
を
以
て
替

・
批
難
に
付
・
本
邦
に
於

嘱

逸
。
祷

姦

b
、
順
次
に
細
裂

掌

る
こ
ξ

な
せ
・
は
、
謎

箋

・
・
麓

・
、
描
蓼

明
快
・

一
ら

し
む

る
た

め
に
も
、
通
常

の
廃

置
な

り
ご
謂

ふ

へ
し
。
.

.

一
一
一所
。冊
の
構
成
に
つ
き
、
所
・冊
圭
に
・
す
る
擦

、
殆
・
三

婁

…

於
・
,
そ
量

用

紙
上
哩

}る
、
も
、
之
か
實
査

の
彙

、
そ
の
鐘

巽

寛

さ
る
國
、
尠

き
窒

手

、.
之
か
・
め
に
假
令
は
、
芒

～

一
七
人
所

帯

な
る
も

、
子

の
数
多
き

か
た

め
に
然

る
や
、
他

人

の
牧
容

に
よ
る
も

の
な
る
や
、
之
を
明

か
に
す

る
を

.

得
す
、
比
熱
に
付
て
も
、
本
邦
調
査
は
舞

の
先
例

異

に
、
誇

・
へ
き
事
由
あ
る
も
、
職
業
上
筆

舌

使
用

「

人
た
ら

さ
る
他

人
分
子
を

問
ふ
に
、
疎

な
ら

ん
ご
す

る
の
倣

あ

る
や
、
前

に
も

=
爵
せ

る
如

く
諏
潜

む

へ
ざ
こ
.ピ
・

.

だ
り
、
敢

て
當
路
者

の
再
考
を

煩

は
す
。

….

右

・
注
意
に
關
鞣
し
て
説
き
得

へ
凝

、
家
事
使
用
人
に
つ
・
、

藩

嚴
禦

・
藁

を
・
.施

す
へ
き
慧

な
.

り
、
乃
ち
自
作
せ
る
小
地
主
π
奉
仕
せ
る
家
事
使
用
人
、
否

一
層
頻
繁
に
小
商
工
業
家
の
家
事
使
用
人
中
に
に
、
.

回
覧

葉

使
用
人
祝
し
得

へ
髪

あ
り
、
現
に
從
來
の
糶

市
國
統
計
は
、
狭
く
筆

の
奮

に
す
善

の
み

「

を
、
家
事
使
用
人
中
に
数
ふ
る
こ
ε
、
せ
る
な
め
、
鷹
多
.の
曖
.昧
を
件
は
し
め
た
り
、
而
し
て
猫
逸
農
業
事
情
の

下
、
自
伶
察

掻

禦

・
　

薩

・
如
・
は
、農

事
・
孕

る
こ
ξ

亦
多
を

の
蓄

に
参

・
難

帝

,

講

説

所
帯
統
計
概
説
(
二
、完
)
.

第
十
侮

(
第

一
貌

六

「
}

六

一

.

瞳



　
統獣

雛

欝

へす見

、そ町　

鑓

鐸

躯
ズ

己砦

ぽ

て
の
笛

。
間
借
人
箸

包
挙

・
霰

・
、
そ
の
概
誘

表
芒

よ
　
.
養

の
現
況
義

知
す
る
能
は
さ

一
・
は
、
そ
の
他
回
目
に

蚕

る
・
、
諸
所
帯
・
・
現
謬

關
・
・
商

標
　

・
羅

横
襞

磐

詳
弩

養

て
藷

地
方
経
済
壽

、
肚
塞

情
の
有
用
研
書

料
を
、
備
は
ら
・
む
・
言

的
よ
り
せ
ん
か
・
之
農

僕
、
又
借
人
、
窩

借
人
、
訪
問
嚢

泊
・
奪

に
、
細
別
す
・
を
,可
享

へ
き
も
・
饗

の
技
誓

塁

・
之

密

訴
さ
す
喜

は
、
適
當
に
之
を
類
裂

草
す
・
の
島

上
、
須
ら
く
工
夫
す
る
所
あ
る
へ
き
な
り
・

所
帯
に
於
け
る
他
金

子
。
、
高

借
人
、蕎

借
奪

は
、恰
も
控

舞

舞

藩

藩

士
、
警

護

す

一
を
以
て
、
そ
の
形
態
。
究

む
・
蔭

、
・
の
職
葦

痩

男
斎

等
を
明
か
に
す

・
は
・
襲

用
統
計
の
重
要
職
分

.た
り
.
-ぞ
の
外
通
常
所
帯
・
、麓

笈

纂

所
蓉

暮

雪

・・;

・謡

四壁

§

&

N
⊆の…

.　

　

㌃
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